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3DK、3LDK型公営住宅の需要要因

　　　　一低所得階層の住宅需要に関する研究一
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　目的　低所得階層の住宅需要に関する研究の一環として3DK、3LDK型公営住宅居

住世帯の居住水準及び家賃の変化、住み方、住意識の分4斤によって公営住宅への住み替え

需要要因を明かにし、地方都市の中では公営住宅需要の強い高知市における公営住宅の果

たす役割、課題を検討しようとするものである。

　方法　高知市とその周辺部に立地する3DK、3LDK型、１種一般の公営住宅居住世

帯への留置アンケート調査を実施した。対象世帯は５団地、308世帯、回収世帯数23

９、回収率77. 6 ％である。調査年月は1984年1 1月である。

　結果　世帯属性は学齢期の核家族世帯が多く、低収入とはいえ比較的安定した世帯であ

る。前住宅は民営借家が80％を占め、高知市における公営住宅は住み替え需要の性格が

強いことを示している。居住水準は前住宅と比較し大幅に向上しており、住宅規模水準、

設備水準の上昇が顕著である。しかし家賃、家賃負担率とも上昇傾向にありこの点から需

要層が限定されている。住み方の特徴をだんらん行為からみるとテレビ、コタツのある、

DK型ではDKに隣接した和室、ＬＤＫではＬ室を使用し、洋室における坐式様式が一般

的である。また接客の頻度は比較的多く、客の種類、内容ともに多様であり、地方都市の

特徴が表われている。接客空間はだんらん室と重なっている場合が多いが接客、だんらん

空間の分離世帯も1∠1%程度みられ、接客空間の必要性を62％の世帯が感じている。今

後の地方公営平面計画基準の課題である。公営住宅への住み替え理由から需要要因をみる

と家族型により相違があるが狭小、間取り不満、高家賃がその主たるものである。

4ギリヌ飼鳥感ii野iこ知rる-y-性一Ｚフり佃咄，ヽらのアフ・a ―チー
目価学・せ紐だ　中奮,明ふ

目的　本研狐･ま／9 7 0 割石ヽら様々なja勧．ら履閉く!n 1いるイギリス刎底分野l''■^･す

る-tt性問題μついて論rる. 公知宅四いする勝分野で、雇用を申へ,'とし、/l璃・廓恥

僕給･￥哩・あ叫2るダずきへ、す住刈[iい目的り哨愉と．今日釆釦化し1'≪ 釧主も

嘩釦申で居性感とし1. ≪そ侈問題の側面ﾀﾘｱﾌ・c.－デレい' J ・パ'特徴で3)る、

方宏　/ ？? 0 年れ尉利こ公私i- K.刎掠闇ま昂体、個珊本．政府関係、仕も･建凍ま軸

固体の弧献噴糾怯す及ci- 噴紅tf峨等・､。'ﾆ.･リンクフぷる．

μ界、＼ 千リスiり､‥べ＼璋分野↑ａす惨の問瑞としでバノfc恥じ唇住j め両側郎、

ウり?tit釦ﾅが埓われ-( " l理φは、/ｱｸ碑・同一壊金球､、けj愕邱曙淵＼%ふふり、l1世

沁0ズ7 ダc" ア･ ロレ以貳体統的ド々性･^崖戴・司&ん卜､^桓湘棲薔ドA. iﾅ到*yfe%TspT<?

々性刈ｲ態を平辱め観.^,・ヽりM.す必尊が戦て釘こff帰心ヽイギリみlこi叶3捗む吟喰･り

t竹心展開一公芙性t.,哺抑t^、払下げ'、僕給滅茸－i・ふり、μ/tとりく・間題を砲え

るす性iこそのし幻舒ゼk^-限ぶバこ9騨月とBx一靫し■7 ヽヽるこi:ﾚ-よる. ﾉ蓼用lこフヽ T り阿査

はﾜ')馴W≪ヽらい（つV、軋施されてぃる心I朗のH耳商奮ドよると地方楓屹体祠t!^職､

μ外μそぽて≒　^ ･り涯% ≫cりf;ヽ他心ヽ゜－トであ%-<;ヽ｀、7/M*珊胤的尋鴉的鵬諸で･、男性

μにべて地換は低い．まU馮位右としてり寸性<^閔趨lこつ>≪てはヽ片頬.≪族、ホームレ

ス. だ^峯か少骸民族、高齢^、隋害声として^^ヤ晩と働く-ii-性．＼" とり上.ずり'て･ヽる･

／タS'ぷ年二月iこは加年吋利柘鳶布野L->.‥ﾅ%サ侈a間農iこ閑す^くザ性ki^居冷鴇μヽ｀

間催lれ、栖劇磯粂、法律家ヅノ- シャ)レワーカー、フI- S ―スト茸．<tご↑議ド参如しrこ.


